
　
十
二
月
十
八
日

　
こ
こ
数
日
中
国
大
陸
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
件
で
李
祖
原
と
行
動
を
共
に
し

て
い
る
。
色
ん
な
議
論
も
し
た
。
強
い
人
間
と
話
す
の
は
相
変
わ
ら
ず
面
白

い
。
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
押
さ
れ
気
味
。
又
、
強
い
奴
は
同
じ
事
を
繰
り
返

し
繰
り
返
し
強
く
続
け
て
主
張
す
る
単
純
さ
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
対
応

す
る
の
は
私
は
少
々
苦
手
な
の
だ
。
バ
ウ
ハ
ウ
ス
大
学
で
は
　
Ｚ
ｉ
ｍ
ｍ
ｅ

ｒ
ｍ
ａ
ｎ
が
学
長
に
再
選
さ
れ
た
。
Ｊ
・
グ
ラ
イ
タ
ー
に
と
っ
て
は
願
っ
て

も
な
い
事
だ
。
年
内
に
来
年
の
運
動
拠
点
の
構
想
を
確
定
し
な
く
て
は
。
よ

う
や
く
に
し
て
、
体
力
気
力
が
少
し
回
復
し
て
き
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
る
。

今
日
は
午
前
中
、
ス
タ
ジ
オ
ボ
イ
ス
の
原
稿
「
森
の
生
活
」
を
書
き
上
げ
、

午
後
油
壺
の
月
光
ハ
ウ
ス
に
月
光
号
オ
ー
ナ
ー
の
並
木
氏
を
李
祖
原
と
共
に

訪
ね
た
。
若
松
氏
よ
り
依
頼
さ
れ
て
い
た
ロ
シ
ア
の
ス
タ
ー
級
ヨ
ッ
ト
の
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
が
日
本
に
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
求
め
て
い
る
の
で
、
そ
の
件
の
依

頼
。
長
男
が
並
木
氏
の
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ク
ロ
ス
ヨ
ッ
ト
の
ク
ル
ー
に
な
っ
た

の
で
、
そ
の
あ
い
さ
つ
も
兼
ね
て
う
か
が
っ
た
。
十
七
時
過
お
い
と
ま
す
る
。

　
十
二
月
十
九
日
　
日
曜
日

　
午
前
中
西
早
稲
田
観
音
寺
。

　
午
後
読
書
。
一
日
休
み
。

　
十
二
月
二
〇
日

　
早
朝
批
評
と
理
論
連
続
討
議
の
最
終
回
の
草
稿
の
編
集
を
二
時
間
半
程
。

磯
崎
新
、
鈴
木
博
之
の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
組
み
代
え
は
困
難
な
の
で
頭
に
和

様
化
の
問
題
を
ま
と
め
て
入
れ
て
、
あ
と
は
自
然
に
流
れ
に
任
す
編
集
と
し

て
み
た
。
今
日
は
昼
前
に
三
沢
千
代
治
氏
と
会
い
、
午
後
新
木
場
の
現
場
へ
、

夕
方
研
究
室
に
戻
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
昨
日
は
久
し
振
り
に
辻
邦
生
の
安
土
往
還
記
、
開
高
健
等
を
通
読
、
乱
読

し
た
。
李
祖
原
を
真
似
て
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
に
な
っ
て
み
る
か
、
少
な
く
と
も

酒
は
三
年
位
や
め
て
み
よ
う
か
と
決
心
し
た
。
や
め
ら
れ
な
く
と
も
、
せ
め

て
一
杯
だ
け
と
か
、
二
杯
ま
で
と
か
、
よ
う
す
る
に
克
己
心
の
問
題
で
あ
る
。

六
〇
才
に
な
っ
て
こ
ん
な
事
し
て
い
る
よ
う
で
は
救
い
も
何
も
無
い
現
実
で

あ
る
。
辻
邦
生
の
大
殿
、
つ
ま
り
信
長
の
生
き
方
、
事
を
成
す
こ
と
へ
の
合

理
性
を
全
く
私
は
持
た
な
い
の
だ
。
酒
呑
み
た
く
な
っ
た
ら
日
記
の
メ
モ
か
、

カ
バ
ー
コ
ラ
ム
書
く
の
も
良
い
だ
ろ
う
。
問
題
は
友
人
と
会
う
時
だ
。
酒
ヤ

メ
タ
と
は
言
え
な
い
か
。
コ
レ
ワ
。
李
は
し
か
し
、
ス
ッ
パ
リ
止
め
て
し
ま

っ
た
か
ら
な
ぁ
。
李
の
生
き
方
は
実
に
大
殿
的
で
あ
る
な
。
十
一
時
三
〇
分

新
宿
ヒ
ル
ト
ン
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
沢
千
代
治
さ
ん
李
祖
原
と
昼
食
。
十
四
時
東

京
駅
。
新
木
場
現
場
へ
。
十
七
時
前
迄
。
十
八
時
研
究
室
。
Ｍ
２
ゼ
ミ
そ
の

他
二
十
一
時
過
迄
。

　
十
二
月
二
十
一
日

　
七
時
半
世
田
谷
村
発
。
車
で
羽
田
、
九
時
半
着
。
Ａ
Ｎ
Ａ
は
新
し
い
第
二

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
引
越
し
て
い
て
、
新
し
い
だ
け
の
何
の
取
得
も
な
い
建
築
で

あ
る
。
十
二
時
過
福
岡
。
忍
田
さ
ん
と
山
中
へ
。
二
階
で
十
五
時
半
迄
打
合

わ
せ
。
十
六
時
現
場
近
く
の
会
館
で
三
菱
地
所
、
竹
中
工
務
店
と
打
合
わ
せ
。

十
七
時
地
元
工
務
店
と
打
合
わ
せ
。
十
八
時
御
所
ヶ
谷
自
治
会
会
合
に
出
席
。

二
〇
時
忍
田
さ
ん
と
夕
食
。
焼
魚
。
二
一
時
時
過
博
多
駅
前
ク
リ
オ
コ
ー
ト

に
チ
ェ
ッ
ク
　
。
二
一
時
半
想
い
立
っ
て
三
吉
橋
の
ま
め
丹
へ
。
何
故
か
こ

こ
に
来
る
と
ホ
ッ
と
し
て
休
ま
る
の
だ
。
森
千
代
子
さ
ん
も
相
変
わ
ら
ず
お

元
気
で
年
を
取
っ
た
風
に
は
見
え
な
い
。
一
つ
の
都
市
に
一
つ
の
小
料
理
屋
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を
知
っ
て
い
る
と
、
そ
の
都
市
は
生
き
て
く
る
。
福
岡
で
は
、
や
っ
ぱ
り
こ

こ
だ
な
。
二
十
三
時
前
ホ
テ
ル
に
帰
り
、
す
ぐ
休
む
。
明
日
は
大
阪
か
。

　
十
二
月
二
十
二
日

　
昨
夜
は
夜
中
に
二
回
程
目
覚
め
た
か
。
こ
こ
は
駅
ホ
テ
ル
な
の
だ
が
別
に

取
り
立
て
て
何
の
感
慨
も
な
し
。
何
の
感
慨
も
し
く
は
感
傷
さ
え
も
湧
き
起

こ
ら
ぬ
よ
う
に
全
て
の
シ
ス
テ
ム
が
動
い
て
い
る
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
と
人
間

は
赤
裸
々
に
対
面
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
空
間
に
ま
だ
存
在
意
義
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
シ
ス
テ
ム
と
人
間
の
関
係
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
だ
な
。
三

階
で
朝
食
後
駅
へ
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
こ
の
メ
モ
を
記
し
て
い
る
。
大
阪
、

東
京
へ
次
々
と
列
車
が
発
着
し
て
目
ま
ぐ
る
し
い
。
磯
崎
新
の
、
名
前
は
変

わ
っ
た
が
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
が
赤
茶
の
姿
を
昔
日
と
変
わ
り
な
く
何
本
も

の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
向
こ
う
に
姿
を
浮
か
ば
せ
て
い
る
。
何
本
も
の
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
に
は
ス
タ
イ
ル
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
る
モ
ダ
ー
ン
ス
タ
イ
ル
の
列

車
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
姿
を
見
せ
る
。
ま
る
で
マ
シ
ー
ン
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
だ
。
赤
茶
け
た
重
い
固
ま
り
の
建
築
は
そ
れ
等
と
比
較
す
れ

ば
余
り
に
愚
鈍
に
周
囲
の
風
景
と
は
浮
い
て
い
る
。
勿
論
人
々
は
こ
の
赤
茶

け
た
建
築
の
色
が
イ
ン
ド
の
ア
グ
ラ
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
と
は
知
る
由
も
な

い
。
フ
ァ
テ
ィ
プ
ー
ル
シ
ク
リ
の
死
せ
る
都
市
か
ら
磯
崎
の
観
念
に
よ
っ
て

持
ち
込
ま
れ
た
も
の
だ
と
は
誰
も
知
ら
な
い
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
す
で
に
忘

れ
去
ら
れ
た
か
。
し
か
し
赤
茶
け
た
イ
ン
ド
砂
岩
の
建
築
は
巌
然
と
し
て
そ

こ
に
在
る
。
こ
の
た
た
ず
ま
い
を
私
は
好
き
だ
。
最
新
型
の
新
幹
線
や
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
如
く
に
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
駅
舎
の
ス
テ
ー
ジ
に

現
れ
る
マ
シ
ー
ン
達
。
赤
茶
け
た
デ
ク
の
棒
み
た
い
な
、
ウ
ド
の
大
木
み
た

い
な
建
築
。
磯
崎
の
言
説
の
知
的
な
素
振
り
と
似
て
も
似
つ
か
ぬ
、
そ
の
た

た
ず
ま
い
。
都
市
の
中
で
の
愚
鈍
と
も
視
え
る
建
築
の
た
た
ず
ま
い
。

　
新
幹
線
で
小
倉
に
着
い
た
ら
、
車
窓
か
ら
又
も
磯
崎
の
建
築
が
視
え
た
。

船
の
マ
ス
ト
を
形
取
っ
た
展
示
場
と
、
遊
戯
的
思
考
の
カ
ラ
フ
ル
な
確
か
港

湾
施
設
だ
っ
た
か
。
こ
れ
等
か
ら
は
博
多
駅
で
持
っ
た
感
慨
は
湧
い
て
こ
な

い
。
何
故
か
建
築
家
は
辛
い
の
だ
ナ
ァ
と
知
る
ば
か
り
だ
。
ア
レ
や
コ
レ
ヤ

の
手
を
打
た
ね
ば
な
ら
ぬ
現
実
に
埋
没
し
て
し
ま
う
必
然
だ
っ
て
あ
る
。

　
し
か
し
博
多
の
赤
茶
け
た
愚
か
者
奴
と
言
い
た
く
な
る
建
築
の
た
た
ず
ま

い
に
は
、
現
実
さ
え
も
現
実
に
埋
没
し
て
し
ま
う
、
つ
ま
り
産
業
や
生
活
の

本
来
在
る
の
だ
ろ
う
現
実
さ
え
も
、
何
か
嘘
っ
ぽ
い
、
ニ
セ
モ
ノ
の
気
配
が

し
て
し
ま
う
今
の
日
本
の
現
実
に
埋
も
れ
切
ら
ぬ
モ
ノ
が
在
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
の
ル
イ
ス
カ
ー
ン
の
遺
作
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ア
ー
ト
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
体
験
も
こ
れ
に
似
た
モ
ノ
で
あ
っ
た
が
、
あ
れ
は
内
部
の
光
も

体
験
し
た
か
ら
殊
更
で
あ
っ
た
。
ル
イ
ス
カ
ー
ン
が
辿
り
着
い
た
マ
テ
リ
ア

ル
は
焼
き
過
ぎ
ス
テ
ン
レ
ス
ス
テ
ィ
ー
ル
。
そ
し
て
多
重
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ

る
波
動
光
空
間
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
は
福
岡
と
比
べ
れ
ば

余
り
に
も
静
澄
な
大
学
の
町
。

　
ア
レ
コ
レ
考
え
て
い
る
う
ち
に
今
、
広
島
に
着
い
た
と
こ
ろ
。
広
島
に
は

丹
下
健
三
の
ピ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
な
。

　
十
二
時
過
新
大
阪
よ
り
地
下
鉄
を
乗
り
継
い
で
谷
町
四
丁
目
大
阪
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ア
ト
リ
ウ
ム
。
シ
ー
ザ
・
ペ
リ
が
設
計
チ
ー
ム
に
入
っ
た
も
の
の
よ
う
だ

が
、
こ
れ
は
三
流
品
以
下
だ
な
。
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
お
ち
合
い
、
近
く

の
合
同
庁
舎
十
七
階
で
打
ち
合
わ
せ
。
十
五
時
迄
。
そ
の
後
、
村
野
藤
吾
の

歌
舞
伎
座
、
心
斎
橋
地
下
等
を
所
用
で
見
る
。
十
五
時
四
〇
分
新
大
阪
よ
り

の
ぞ
み
で
東
京
に
向
か
っ
て
い
る
。
李
祖
原
本
日
台
北
へ
戻
っ
た
が
、
明
日

は
ソ
ウ
ル
日
帰
り
だ
そ
う
だ
。

　
昨
日
や
今
日
の
午
前
中
の
事
が
も
う
夢
幻
の
よ
う
だ
。
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